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　従来、大学における教育と学習の成果は科目試験、レポート、卒業研究等で把握するのが
一般的でした。しかし近年は、標準テスト、ルーブリック、ポートフォリオ、学生調査といった
多様な手法の導入が進み、直接評価と間接評価を組み合わせたアセスメントの精緻化・高度化
が試みられていますが、まだ緒に就いたばかりです。成果の可視化を求める社会的要請が強まる
なか、大学教育による主要な成果と言える学生の認知的・情緒的成長をいかに測定し、見える化
していくべきなのでしょうか。
　本セミナーでは、教育・学習評価に造詣の深い九州大学の木村拓也先生を講師にお迎えし、
多様な評価手法と実際の活用方法について学びます。奮ってご参加ください。


